
 

18  

昭
和
六
十
二
年
三
月
十
八
日
提
出 

質

問

第

一

八

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

沖
縄
の
米
軍
基
地
内
の
未
契
約
者
所
有
の
土
地
に
対
す
る
強
制
使
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
六
十
二
年
三
月
十
八
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

原 
 

健 

三 

郎 

殿 

 

提 

出 

者 
 

上 

原 

康 

助 

 

一 

 



 

本
年
二
月
二
十
四
日
、
沖
縄
県
収
用
委
員
会
（
以
下
「
県
収
用
委
」
と
い
う
。）
は
、
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍

隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
以
下
「
米
軍
用
地
特
措
法
」

と
い
う
。
）
に
基
づ
く
未
契
約
米
軍
用
地
に
関
す
る
強
制
使
用
の
裁
決
を
下
し
た
。 

二
十
年
申
請
を
半
減
し
た
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
五
年
刻
み
の
使
用
期
間
を
一
挙
に
十
年
へ
倍
増
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
強
行
さ
れ
る
な
ら
ば
、
復
帰
後
か
ら
数
え
て
二
十
五
年
、
米
軍
統
治
の
こ
ろ
か
ら
す
る
と
優
に
半

世
紀
を
越
し
、
ま
さ
に
沖
縄
の
永
久
基
地
化
を
企
む
も
の
で
あ
る
。 

そ
の
内
容
は
、
那
覇
防
衛
施
設
局
よ
り
申
請
さ
れ
た
未
契
約
米
軍
用
地
の
強
制
使
用
期
間
二
十
年
を
、
那
覇
港

湾
施
設
は
五
年
、
嘉
手
納
基
地
な
ど
他
の
施
設
は
十
年
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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三 

 



 

従
つ
て
、
契
約
拒
否
地
主
や
、
数
多
く
の
県
民
の
「
祖
先
伝
来
の
土
地
は
、
戦
争
の
た
め
に
絶
対
に
使
用
さ
せ

な
い
」
と
す
る
強
い
決
意
を
体
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

４ 

こ
の
よ
う
な
結
果
を
招
い
た
こ
と
は
、
政
府
の
防
衛
施
設
行
政
が
根
本
的
に
誤
り
で
あ
つ
た

か

若

し

く

は

ズ
サ
ン
極
ま
り
な
い
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

一 

今
回
の
県
収
用
委
の
裁
決
で
否
認
さ
れ
た
強
制
使
用
期
間
二
十
年
に
つ
い
て
、
政
府
の
所
見
を
問
う
。 

２ 

県
収
用
委
の
裁
決
で
、
同
二
十
年
が
否
認
さ
れ
た
理
由
及
び
原
因
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
う
み
る
か
。 

１ 

政
府
が
、
強
制
使
用
期
間
二
十
年
を
定
め
た
理
由
は
何
か
。 

３ 

政
府
が
定
め
た
強
制
使
用
期
間
二
十
年
が
、
一
行
政
機
関
で
あ
る
県
収
用
委
に
よ
り
否
認
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
政
府
の
所
見
は
い
か
が
か
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
例
が
本
土
に
お
い
て
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。 

か
か
る
暴
挙
は
、
恒
久
平
和
主
義
を
定
め
た
憲
法
に
違
反
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 
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二 

県
収
用
委
の
裁
決
を
受
け
て
の
政
府
の
今
後
の
対
応
を
問
う
。 

２ 

損
失
補
償
金
は
い
か
な
る
方
法
で
支
払
う
の
か
。
ま
た
、
支
払
対
象
者
は
、
県
内
、
県
外
、
国
外
で
そ
れ

ぞ
れ
何
名
か
。
利
息
差
引
の
損
失
補
償
金
は
期
間
の
何
年
分
に
相
当
す
る
か
。 

１ 

政
府
が
裁
決
に
つ
い
て
、
建
設
大
臣
に
審
査
請
求
を
し
な
か
つ
た
理
由
は
何
か
。
「
裁
決
に
つ
い
て

不

服

が
な
い
」
と
解
し
て
よ
い
か
。 

４ 

政
府
は
、
沖
縄
県
内
に
お
け
る
す
べ
て
の
米
軍
用
地
の
強
制
使
用
措
置
を
即
刻
撤
回
し
、
返
還
軍
用
地
の 

３ 

那
覇
港
湾
施
設
は
強
制
使
用
期
間
五
年
の
裁
決
で
あ
る
が
、
政
府
は
、
同
施
設
に
対
し
三
度
目
の
米
軍
用

地
特
措
法
の
発
動
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

５ 
そ
う
で
な
い
と
政
府
が
主
張
す
る
な
ら
ば
、
契
約
拒
否
地
主
と
い
わ
ゆ
る
一
坪
反
戦
地
主
間
の
分
断
・
切

り
崩
し
を
狙
つ
た
本
来
の
行
政
の
在
り
方
と
全
く
相
反
す
る
政
治
的
効
果
を
も
く
ろ
ん
だ
行
為
で
あ
る
と
断

定
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
ど
う
か
。 
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三 

沖
縄
県
に
お
け
る
米
軍
用
地
の
賃
貸
借
契
約
拒
否
地
主
に
支
払
わ
れ
る
損
失
補
償
金
に
伴
う
諸
問
題
に
つ
い

て
、
政
府
の
所
見
を
問
う
。 

２ 

契
約
地
主
の
賃
料
に
つ
い
て
、
右
問
三
―1

と
同
様
に
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

１ 

損
失
補
償
金
の
年
間
一
坪
当
た
り
の
平
均
金
額
及
び
対
前
年
度
増
加
率
に
つ
い
て
、
一
九
七
二
年
以
降
現

在
ま
で
各
施
設
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

４ 

契
約
地
主
の
賃
料
に
つ
い
て
、
右
問
三
―3
と
同
様
に
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

跡
利
用
・
平
和
転
用
の
措
置
を
促
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

３ 

損
失
補
償
金
の
算
出
方
法
、
支
払
方
法
（
単
年
払
い
か
、
一
括
払
い
か
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
適
用
事

例
を
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。 

５ 

契
約
地
主
に
対
し
協
力
謝
礼
金
な
る
も
の
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は
何
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
支
払
い
実
績
、
対
象
者
数
、
一
人
当
た
り
金
額
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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四 

沖
縄
県
に
お
け
る
米
軍
用
地
の
契
約
拒
否
地
主
に
対
す
る
「
契
約
強
要
」
問
題
に
つ
い
て
、
政
府
の
所
見
を
問

う
。 

し
か
し
、
契
約
拒
否
地
主
に
対
す
る
損
失
補
償
金
の
一
括
前
払
方
式
は
、
利
子
を
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
く

な
ど
、
正
当
な
補
償
と
は
到

底

い

え

な

い

。
ま
た
、
一

時

的

な

所

得

増

に
伴
つ
て
多
額
の
税
金
が
課

税

さ

れ
、
所
得
を
積
算
根
拠
に
お
く
保
育
料
の
大
幅
引
上
げ
や
老
齢
福
祉
年
金
の
支
給
停
止
な
ど
、
不

利

益

は

は

か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
当
該
地
主
の
不
利
益
・
損
失
に
つ
い
て
政
府
の
所
見
は
い

か

が

か

。

ま
た
、
何
ら
か
の
負
担

の
軽
減
措
置
を
講
ず
る
つ
も
り
は
な
い
か
。 

６ 
憲
法
第
二
十
九
条
は
「
私
有
財
産
は
、
正
当
な
補
償
の
下
に
、
こ
れ
を
公
共
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
定
め
て
い
る
。
仮
に
百
歩
譲
つ
て
、
公
共
用
と
し
て
米
軍
用
地
の
た
め
の
強
制
使
用
が
許
さ
れ
る

と
し
て
も
、
そ
れ
は
「
正
当
な
補
償
の
下
に
」
な
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。 
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２ 

例
え
ば
入
院
中
の
契
約
拒
否
地
主
に
対
し
、
契
約
を
働
き
か
け
た
こ
と
は
な
い
の
か
。 

１ 
那
覇
防
衛
施
設
局
に
よ
る
契
約
拒
否
地
主
に
対
す
る
契
約
強
要
の
働
き
か
け
が
執
拗
に
な
さ
れ
て
い
る
。 

４ 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
の
と
こ
ろ
に
深
夜
、
契
約
勧
誘
の
電
話
を
か
け
た
こ
と
は
な
い
の
か
。 

６ 

以
上
の
質
問
は
数
多
く
の
証
言
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
公
務
員
の
正
当
な
職
務
行
為

と
全
く
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
契
約
拒
否
地
主
に
対
す
る
悪
質
な
就
職
妨
害
も
な
さ
れ
て
い
る
と

の
訴
え
も
あ
る
。
政
府
は
、
契
約
す
る
こ
と
も
拒
否
す
る
こ
と
も
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の
自
由
で
あ
る
と
の

立
場
を
堅
持
し
、
こ
れ
ら
の
契
約
強
要
業
務
を
即
刻
中
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

３ 

契
約
に
応
じ
な
い
地
主
の
兄
弟
や
親
族
に
対
し
、
契
約
の
た
め
の
説
得
を
依
頼
し
た
こ
と
は
な
い
の
か
。 

５ 

契
約
勧
誘
の
た
め
、
何
ら
か
の
金
品
を
用
意
し
働
き
か
け
た
こ
と
は
な
い
の
か
。 

政
府
は
、
当
該
地
主
に
対
し
い
か
な
る
契
約
勧
誘
業
務
を
行
つ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
法
的
根
拠
は
何

か
。 
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九 

五 
今
後
、
強
制
使
用
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
施
設
ご
と
の
件
数
、
所
有
者
数
、
面
積
及
び
使
用
期
間
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


